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でん粉の国際需給

1. 世界のでん粉需給
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図１　絵で見る世界のでん粉生産量（2015年）

資料：LMC International ※ 「Global Market for Native & Modified Starches 2016」を基に機構作成
　　　（※農産物の需給などを調査する英国の大手民間調査会社）
　注：ヨーロッパには、ロシアを含む。

資料：LMC International 「Global Market for Native & Modified Starches 2016」を基に機構作成
　注：ヨーロッパには、ロシアを含む。
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図２　絵で見る世界のでん粉消費量（2015年）
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米　国

【需給動向：トウモロコシ】
総消費量は上方修正
2017年２月時点の米国農務省（USDA）による

2016 ／ 17穀物年度（９月～翌８月）のトウモロ

コシ需給予測によると、供給関連の数値は前月から

据え置かれた。一方、総消費量は、１月のエタノー

ル生産量の増加を受け、エタノール向けを中心に

上方修正された結果、全体では146億2000万ブッ

シェル（３億7135万トン）となった。これを受け

て期末在庫は、23億2000万ブッシェル（5893万

トン）と下方修正された。

本稿中の為替レートは2017年１月末日TTS相場の値であり、１米ドル＝116円（115.77円）、１タイバー
ツ＝3.32円、１ユーロ＝123円（123.25円）である。

トウモロコシ・コーンスターチ

2. 日本の品目別主要輸入先国の動向

表１　トウモロコシ相場、タピオカ市価、為替相場

シカゴトウモロコシ・期近
（セント/BU)

タイタピオカ
（バーツ/kg）

為替レート（TTS）

米ドル 
（円/ドル）

タイバーツ 
（円/バーツ）高　値 安　値 平均値 キャッサバ

農家価格
チップ 

卸売価格年・月
2012　年 831.25 551.50 694.05 2.00 6.58 80.82 2.65 
2013　〃 741.25 412.00 579.77 2.13 6.61 98.65 3.26 
2014　〃 515.75 320.75 415.91 2.10 6.76 106.85 3.34 
2015　〃 433.50 347.75 376.57 2.16 6.78 122.05 3.62 
2016　〃 437.75 301.50 358.36 1.52 5.66 109.84 3.16 
2016年1月 372.00 351.50 361.84 1.87 5.68 119.34 3.36 

2 372.50 353.50 363.28 1.76 5.31 116.08 3.31 
3 373.00 351.50 363.49 1.80 5.45 114.03 3.29 
4 394.75 354.00 372.68 1.92 5.69 110.83 3.21 
5 412.75 367.75 389.42 1.78 6.02 110.12 3.16 
6 437.75 358.75 410.26 1.49 6.03 106.48 3.07 
7 365.75 331.25 343.30 1.41 5.86 104.98 3.05 
8 334.25 301.50 323.04 1.25 5.79 102.34 3.00 
9 340.50 311.00 328.90 1.13 5.72 102.98 3.02 
10 357.50 337.00 349.49 1.06 5.34 104.81 3.05 
11 354.25 336.75 344.98 1.28 5.47 109.12 3.14 
12 356.50 331.75 349.68 1.51 5.60 116.98 3.32 

2017年1月 369.75 355.75 361.81 1.48 5.21 115.77 3.32 
資料：ロイター、タイ農業協同組合省、タイ商務省、三菱東京UFJ銀行公表相場
　注：チップ卸売価格は、アユタヤ県とチョンブリー県の価格を単純平均したもの。
　　　シカゴトウモロコシ相場の直近のデータは、当機構ホームページの「海外情報」に掲載しています。
　　　http://www.alic.go.jp/international/index.html（

（
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【価格動向：トウモロコシ】
生産者価格は、上下幅が縮小
同じく2016 ／ 17穀物年度のトウモロコシの生

産者平均販売価格は、１ブッシェル当たり3.20 ～

3.60米ドル（371円～ 418円）と、上値の下落と

下値の上昇により、上下幅が縮小したものの、その

中間値は3.4米ドル（394円）と、前月と同価格に

なっている（表２）。

【貿易動向：トウモロコシ】
12月の輸出量は、７カ月連続で前年比増
2016年12月のトウモロコシ輸出量は、413万

1405トン（前年同月比56.9％増、前月比2.9％増）

と、７カ月連続で前年同月を上回った（図３）。同

月の国別輸出量は、次の通り。

メキシコ	 113万5693トン

　（前年同月比10.0％増、前月比10.9％増）

日本	 72万1551トン

　（同2.1倍、同7.6％減）

韓国	 36万3161トン

　（同112倍、同72.1％増）

なお、同月の輸出価格（FAS（注））は、１トン当

たり178.49米ドル（２万705円、前年同月比4.5％

安、前月比2.9％安）と、前年同月を下回った。

（注）	Free	Alongside	Shipの略。貨物を船側に付けた
段階で支払われる価格。FOB価格と異なり、横持
ち料（倉庫間の移動費）、積み込み料などは含まれ
ていない。

表２　米国のトウモロコシの需給見通し

区　　分 －単位－ 2014/15
年度

2015/16 
年度

（推測値）

2016/17年度

（10月予測）（11月予測）（12月予測）（１月予測）（２月予測） 前年度比 
（増減率）

作付面積 （百万エーカー） 90.6 88.0 94.5 94.5 94.5 94.0 94.0 6.8%
収穫面積 （百万エーカー） 83.1 80.8 86.8 86.8 86.8 86.7 86.7 7.3%
単収 （ブッシェル/エーカー） 171.0 168.4 173.4 175.3 175.3 174.6 174.6 3.7%
国内生産量 （百万ブッシェル） 14,216 13,602 15,057 15,226 15,226 15,148 15,148 11.4%
輸入量 （百万ブッシェル） 32 67 50 50 50 55 55 ▲17.9%
期首在庫 （百万ブッシェル） 1,232 1,731 1,738 1,738 1,738 1,737 1,737 0.3%
総供給量 （百万ブッシェル） 15,479 15,401 16,845 17,013 17,013 16,940 16,940 10.0%
国内消費量 （百万ブッシェル） 11,881 11,766 12,300 12,385 12,385 12,360 12,395 5.3%

飼料など向け （百万ブッシェル） 5,280 5,131 5,650 5,650 5,650 5,600 5,600 9.1%
食品・種子・その他工業向け（百万ブッシェル） 6,601 6,635 6,650 6,735 6,735 6,760 6,795 2.4%
エタノール向け （百万ブッシェル） 5,200 5,206 5,275 5,300 5,300 5,325 5,350 2.8%

輸出量 （百万ブッシェル） 1,867 1,898 2,225 2,225 2,225 2,225 2,225 17.2%
総消費量 （百万ブッシェル） 13,748 13,664 14,525 14,610 14,610 14,585 14,620 7.0%
期末在庫 （百万ブッシェル） 1,731 1,737 2,320 2,403 2,403 2,355 2,320 33.6%
期末在庫率 （％） 12.6 12.7 16.0 16.4 16.4 16.1 15.9 24.8%
生産者平均販売価格 （米ドル/ブッシェル） 3.70 3.61 2.95-3.55 3.00-3.60 3.05-3.65 3.10-3.70 3.20-3.60 ▲11.4-▲0.3

資料：USDA/WAOB 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」
　注：年度は、各年９月～翌８月。



32 砂糖類・でん粉情報2017.3

資料：「Global Trade Atlas」、USDA/ERS
注１：HSコード110812
注２：価格は米国中西部市場における製粉業者の純費用（Net Cost）。
　　　 なお、純費用については、トウモロコシ１ブッシェル当たりに平均31.5
　　　 ポンド（１キログラム当たり約0.56キログラム）のでん粉が含まれてい
　　　るものとして、計算されている。
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図４　米国のコーンスターチ輸出量および市場価格の推移

【貿易動向：コーンスターチ】
12月の輸出量は、２カ月連続で前年比増
2016年12月のコーンスターチ輸出量は、6349

トン（前年同月比19.3％増、前月比4.3％減）と、

２カ月連続で前年同月を上回った（図４）。同月の

国別輸出量は、次の通り。

カナダ	 2599トン

　（前年同月比5.3％減、前月比3.2％減）

メキシコ	 1273トン

　（同2.0倍、同20.4％減）

英国	 604トン

　（同61.5％増、同2.0倍）

日本	 3トン

　（同97.1％減、同70.0％減）

なお、同月の中西部市場のコーンスターチ価格は、

未公表であるため、前月号の再掲載となるが、11

月の同価格は１ポンド当たり4.80セント（5.6円、

前年同月比10.1％安、前月比1.4％安）と、５カ月

連続で前年同月を下回った。

資料：「Global Trade Atlas」
　注：HSコード100590

図３　米国のトウモロコシ輸出量および輸出価格の推移
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タ　イ

【生産動向】
2016年のキャッサバ収穫面積、生産量は
ともに前年比減
タイ農業経済局によると、2016年のキャッサバ

収穫面積は892万ライ（142万7200ヘクタール、

前年比0.5％減）、生産量は3055万8000トン（同

5.6％減）となった。これは、干ばつの発生に伴う

キャッサバの枯死や苗の不足に加え、こうした状況

を踏まえた他作物への転換なども背景にある。

一方、2017年のキャッサバ収穫面積は864万ラ

イ（138万2400ヘクタール、同3.2％減）、生産

量は3056万トン（同2.1％増）と見込まれている。

収穫面積は、キャッサバ価格の下落傾向と他作物へ

の転換により減少する一方、生産量は、良好な気象

条件が見込まれるため、増えるとしている。

【価格動向】
タピオカでん粉国内価格、キャッサバ農家
価格ともに低水準で推移
タイタピオカでん粉協会（TTSA）によると、

2017年２月第１週のタピオカでん粉の国内価格

は、１キログラム当たり11.0バーツ（37円、前年

同期比13.4％安、前週同）と、前年同期を下回っ

ている（図５）。

一方、2017年１月のキャッサバ農家価格は、１

キログラム当たり1.48バーツ（4.9円）（表１）と、

前年同月比、前月比ともに下落している。タイ農業

経済局によると、2016年のキャッサバ農家価格は、

キャッサバチップの中国向け輸出の減少により低水

準で推移したとしている。これは、中国がトウモロ

コシ在庫を市場に放出したことで、アルコール飲料

の原料として国内産トウモロコシの利用が増加し、

タイのキャッサバチップへの需要が減少したためと

している。2017年についても、中国からの需要や

近隣諸国のキャッサバ生産の動向が大きく影響する

とみられているが、国内のキャッサバ需要は、エタ

ノール向けを中心に増加すると見込まれている。

資料：TTSA「Weekly Price of Tapioca Starch」
　注：当該週の特定日の価格。

図５　タイのタピオカでん粉価格の推移
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ベトナム

【生産動向】
11月の作付面積は、前年比減
ベトナム農業農村開発省によると、2016年11

月の調査では、キャッサバの作付面積は、50万

3378ヘクタール（前年同月比1.8％減）となった

（表３）。主要生産地域を見ると、南東地域のタイニ

ンでは、2016年11月の多雨により、新植された

キャッサバが腐り、植え付けのやり直しを余儀なく

されたことなどから、前年同月を下回った。しかし

ながら、同地域では、その後12月下旬まで土壌は乾

いた状態が続いたことから、2017年１月上旬現在、

植え付けは順調に行われている。

キャッサバの供給動向を見ると、全国的にキャッ

サバのでん粉製造工場への供給は増加しており、タ

イニンでも、キャッサバの収穫はほぼ終了してい

る。一方、でん粉製品の市場流通も増加傾向にあり、

でん粉の在庫は減少傾向となっており、でん粉製造

工場は、中国からの需要の高まりを受け、製造能力

を拡大している。また、バイオ燃料製造工場からの

キャッサバへの需要も増加している。

資料：「Global Trade Atlas」、TTSA「Weekly Price of Tapioca Starch」
　注：HSコード110814

図６　タイのタピオカでん粉輸出量および輸出価格の推移
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【貿易動向】
12月の輸出量は、６カ月連続で前年比増
2016年12月のタピオカでん粉輸出量は、29万

7757トン（前年同月比12.9％増、前月比1.9％減）

と、６カ月連続で前年同月を上回った（図６）。同

月の国別輸出量は、次の通り。

中国	 19万5049トン

　（前年同月比42.9％増、前月比8.6％増）

インドネシア	 ２万7709トン

　（同33.8％減、同34.6％減）

台湾	 １万9777トン

　（同9.4％減、同16.8％減）

日本	 １万1332トン

　（同24.4％増、同11.3％増）

マレーシア	 8785トン

　（同56.7％減、同10.3％減）

また、同月の輸出価格（FOB・バンコク）は、

１トン当たり340米ドル（３万9440円、前年同月

比10.2％安、前月比4.0％高）と、引き続き前年同

月を下回って推移している（図６）。
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資料：AgroMonitor 「CASSAVA & STARCH MONTHLY REPORT－November 2016」
注１：HSコード110814
注２： 価格は、2015年12月までは、当該月の特定日におけるFOB価格（ホーチミン）

の中間価格。2016年１月以降は、統計値の公表方法の変更により、当該月の中
国向け輸出のCFR（Cost and Freight の略。輸入港までの海上運賃が売主の負
担となり、危険負担は本船に船積みしたときに終了する契約条件）平均価格。
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図７　ベトナムのタピオカでん粉輸出量および輸出価格の推移

表３　ベトナムのキャッサバ作付面積
（単位：ヘクタール）

2015年11月 2016年11月 前年同月比 
（増減率、％）

北
　
　
部

紅河デルタ地域
（Red River Delta） 4,407 3,905 ▲ 11.4

北部内陸山岳地域
（Northern Midland and 

Mountainous Region）
92,633 87,849 ▲ 5.2

北部中央地域
（North Central Region） 45,252 55,545 22.7

小　計 142,292 147,299 3.5

南
　
　
部

南部沿岸地域
（South Central Coastal 

Region）
108,199 109,427 1.1

中央高原地域
（Central Highlands） 157,063 152,420 ▲ 3.0

南東地域
（Southeastern Region） 99,112 89,975 ▲ 9.2

メコン河デルタ地域
（Mekong River Delta） 6,099 4,257 ▲ 30.2

小　　計 370,473 356,079 ▲ 3.9

合　　計 512,765 503,378 ▲ 1.8

資料： AgroMonitor 「CASSAVA & STARCH MONTHLY REPORT－November 
2016」

注１：2016年11月15日時点の推計値。
注２：四捨五入などの関係から、合計と内数は必ずしも一致しない。

【貿易動向】
11月のタピオカでん粉輸出量は、２カ月連
続で前年比増
ベトナム税関総局によると、2016年11月のタ

ピオカでん粉輸出量は、23万5155トン（前年同

月比8.9％増、前月比22.9％増）と、２カ月連続で

前年同月を上回った（図７）。

最大の輸出先である中国向けは、年末年始と春節

を控え堅調に推移しており、前年同月と比べて増加

している。一方、他の主要輸出先である東南アジア

諸国向けは、マレーシア向けは前年同月を上回った

ものの、フィリピン向けやインドネシア向けは前年

同月を下回っており、国により異なっている。

一方、輸出価格は、中国の需要拡大に伴い、これ

までの下落傾向が横ばいに転じており、これは国内の

キャッサバ取引価格を下支えする効果も生んでいる。
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資料：「Global Trade Atlas」
　注：HSコード110813

図８　 EUのばれいしょでん粉輸出量および輸出価格の推移
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【貿易動向】
12月の輸出量は、３カ月連続で前年比増
2016年12月のばれいしょでん粉輸出量は、３万

2218トン（前年同月比42.8％増、前月比0.7％減）

と、３カ月連続で前年同月を上回った（図８）。同

月の国別輸出量は、次の通り。

韓国	 7230トン

　（前年同月比8.4％増、前月比27.4％増）

米国	 4948トン

　（同28.7％増、同39.6％増）

中国	 1342トン

　（同2.6倍、同96.5％増）

日本	 973トン

　（同973倍、同43.1％増）

同月の輸出価格（FOB）は、１トン当たり605ユー

ロ（7万4415円、前年同月比0.8％高、前月比2.7％

高）と前年同月を上回った。

コラム　ロシアのでん粉需給動向
1.　でん粉生産
現地の食品産業関連の調査会社である「ロシア・フード＆ドリンク・マーケット」によると、2014年に
おけるロシアの天然でん粉生産量は、2011年比で24％増の19万8000トンに達している。この内訳を見
ると、コーンスターチが94.5％を占め、次いでばれいしょでん粉が3.8％、小麦でん粉が1.4％などとなっ
ている。
ロシア最大のでん粉生産地域は、モスクワの南に位置するトゥーラ州であり、同国のでん粉生産量全体
の34％を占める。次いで、黒海近くのクラスノダール地方が16％、トゥーラ州に隣接するリペック州が
12％を占めている（コラム図１）。

ばれいしょでん粉
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なお、大手10社のでん粉製造企業がほぼ全てのでん粉を生産しており、既述の３地域には、いずれもこ
れら大手でん粉製造企業の工場が立地している。このうち、トゥーラ州には、世界的なでん粉製造企業で
ある米国資本のカーギル社も工場を有している。

資料：機構作成
　注：本地図において、入り組んだ国境、島嶼部などについては、技術的な制約から、

おおまかに色づけしたもの。

コラム図１　ロシアの主要でん粉生産地域の分布

2.　でん粉輸出
ロシアは、コーンスターチを中心にでん粉を輸出している（コラム表１）。主な輸出先は旧ソ連諸国であ
るが、現在はEU域内の結びつきが強いバルト三国や旧東欧諸国は主な輸出先にはなっていない。特にウズ
ベキスタン向けコーンスターチの輸出量が最大となっているが、これは主に大手でん粉製造企業アミルコ
社によるものとみられている。
なお、タピオカでん粉については、寒冷な自然環境上、生産はほぼ皆無とみられ、直近の2015年の輸出
はない。

コラム表１　ロシアの品目別国別でん粉輸出量（2015年）
（単位：トン）

品目 小麦でん粉 コーンスターチ ばれいしょでん粉 化工でん粉

HSコード 1108.11 1108.12 1108.13 3505.10

輸出先国 輸出量 シェア 輸出先国 輸出量 シェア 輸出先国 輸出量 シェア 輸出先国 輸出量 シェア

第１位 トルコ 234 68.6% ウズベキスタン 5,992 38.4% ウクライナ 451 50.1% アゼルバイジャン 800 27.0%

第２位 カザフスタン 54 15.8% ベラルーシ 3,717 23.9% カザフスタン 214 23.8% ベラルーシ 604 20.4%

第３位 ウズベキスタン 47 13.8% カザフスタン 1,871 12.0% タジキスタン 112 12.4% カザフスタン 504 17.0%

第４位 ウクライナ 4 1.2% ウクライナ 1,568 10.1% ベラルーシ 38 4.2% ウズベキスタン 481 16.3%

第５位 ベラルーシ 2 0.6% キルギス 1,292 8.3% アゼルバイジャン 16 1.8% ウクライナ 185 6.3%

－ その他 0 0.0% その他 1,144 7.3% その他 69 7.7% その他 386 13.0%

全輸出量 － 341 － － 15,584 － － 900 － － 2,960 －

資料：「Global Trade Atlas」
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コラム表２　ロシアの品目別国別でん粉輸入量（2015年）
（単位：トン）

品目 小麦でん粉 コーンスターチ ばれいしょでん粉 タピオカでん粉 化工でん粉

HSコード 1108.11 1108.12 1108.13 1108.14 3505.10

輸入先国 輸入量 シェア 輸入先国 輸入量 シェア 輸入先国 輸入量 シェア 輸入先国 輸入量 シェア 輸入先国 輸入量 シェア

第１位 EU 3,700 95.5% ウクライナ 10,869 82.0% EU 13,776 77.8% タイ 2,494 91.4% EU 71,907 82.2%

第２位 中国 175 4.5% EU 2,265 17.1% ベラルーシ 3,511 19.8% ベトナム 136 5.0% タイ 9,145 10.4%

第３位 － － － カザフスタン 64 0.5% 中国 329 1.9% EU 99 3.6% 米国 2,745 3.1%

第４位 － － － 中国 51 0.4% ウクライナ 80 0.5% － － － ベトナム 1,692 1.9%

第５位 － － － 豪州 2 0.0% 日本 5 0.0% － － － 中国 1,235 1.4%

－ その他 0 0.0% その他 2 0.0% その他 0 0.0% その他 0 0.0% その他 802 0.9%

全輸入量 － 3,875 － － 13,253 － － 17,702 － － 2,729 － － 87,526 －

資料：「Global Trade Atlas」

3.　でん粉輸入
ロシアは、輸出量をはるかに上回る輸入をしているでん粉の純輸入国である。特に、天然でん粉の中で
はばれいしょでん粉の輸入量が最も多く、その約８割がEU産である（コラム表２）。中でもデンマーク、
フランスがばれいしょでん粉の最大の輸入先であり、それぞれの国を代表するでん粉製造企業であるKMC
社およびロケット社によるものが中心とみられている。
また、ばれいしょでん粉に次ぐ輸入量となっているコーンスターチは、ロシアの隣国であり、主要穀物
生産国であるウクライナから主に輸入されている。化工でん粉は、世界各国から輸入されており、EUから
はばれいしょでん粉、タイからはタピオカでん粉、米国からはコーンスターチ由来の化工でん粉が輸入さ
れているとみられる。
なお、ロシアは、ベラルーシ、カザフスタン、アルメニア、キルギスとユーラシア経済連合という地域
経済共同体を設立している。2016年10月、ユーラシア経済連合は、タピオカでん粉の主要輸出国である
ベトナムとの間で自由貿易協定（FTA）を発効した。しかしながら、同FTAでは、ユーラシア経済連合側
の輸入関税について、化工でん粉は重量税が段階的に撤廃されるものの、タピオカでん粉は、関税削減の
対象外となっており、ロシアのでん粉産業への直接的な影響は少ないもようである。
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図９　タイの化工でん粉の輸出量および輸出価格の推移

米　国

【貿易動向】
12月の輸出量は、６カ月連続で前年比増
2016年12月の化工でん粉の輸出量は、２万

3075トン（前年同月比6.7％増、前月比16.1％減）

と、６カ月連続で前年同月を上回った（図10）。同

月の国別輸出量は、次の通り。

カナダ	 6194トン

　（前年同月比10.7％減、前月比21.8％減）

中国	 2373トン

　（同28.8％増、同45.0％減）

メキシコ	 2340トン

　（同37.2％減、同32.7％減）

ドイツ	 1422トン

　（同71.7％増、同85.4％増）

日本	 698トン

　（同1.6％減、同1.3％減）

タ　イ

【貿易動向】
12月の輸出量は、２カ月連続で前年比増
2016年12月の化工でん粉の輸出量は、７万

4282トン（前年同月比7.9％増、前月比14.1％減）

と、２カ月連続で前年同月を上回った（図９）。同

月の国別輸出量は、次の通り。

日本	 ２万1199トン

　（前年同月比32.0％増、前月比24.4％減）

中国	 １万9055トン

　（同0.4％増、同4.9％減）

インドネシア	 7038トン

　（同22.7％増、同2.9％増）

韓国	 4864トン

　（同14.4％減、同41.1％減）

化工でん粉

デキストリンおよびその他の化工でん粉（HSコード：350510、以下「化工でん粉」という）の主要輸出国の、
主要仕向け先国別輸出量および輸出価格は以下の通り。なお、データは「Global	Trade	Atlas」の出典である。
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E　U

【貿易動向】
12月の輸出量は、５カ月連続で前年比増
2016年12月の化工でん粉の輸出量は、３万

7790トン（前年同月比1.7％増、前月比7.8％減）と、

５カ月連続で前年同月を上回った（図12）。同月の

国別輸出量は、次の通り。

トルコ	 7434トン

　（前年同月比8.5％増、前月比1.5％減）

図10　 米国の化工でん粉の輸出量および輸出価格の推移
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中　国

【貿易動向】
12月の輸出量は、２カ月ぶりに前年比増
2016年12月の化工でん粉の輸出量は、6723ト

ン（前年同月比18.2％増、前月比24.5％増）と、

２カ月ぶりに前年同月を上回った（図11）。同月の

国別輸出量は、次の通り。

日本	 2032トン

　（前年同月比2.9倍、前月比17.0％減）

韓国	 1212トン

　（同38.3％減、同4.0倍）

インドネシア	 493トン

　（同6.1％減、同8.4％増）

マレーシア	 435トン

　（同42.6％増、同35.6％減）
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図11　中国の化工でん粉の輸出量および輸出価格の推移
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図12　EUの化工でん粉の輸出量および輸出価格の推移

図13　豪州の化工でん粉の輸出量および輸出価格の推移
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中国	 5014トン

　（同55.7％増、同14.1％減）

ロシア	 3321トン

　（同3.5％減、同47.1％減）

日本	 2732トン

　（同9.5％減、同11.4％減）

豪　州

【貿易動向】
12月の輸出量は、10カ月連続で前年比増
2016年12月の化工でん粉の輸出量は、2307ト

ン（前年同月比11.7％増、前月比16.7％減）と、

10カ月連続で前年同月を上回った（図13）。同月

の国別輸出量は、次の通り。

日本	 1743トン

　（前年同月比42.5％増、前月比20.6％減）

ニュージーランド	 118トン

　（同24.4％減、同13.9％減）

台湾	 108トン

　（同20.0％増、同40.7％減）
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